
【学校運営に関する助言の強化】実践例柱２

学校、授業者のニーズに応じた学力向上アドバイザーによる訪問支援の取組
～甲佐町各小・中学校～

授業を参観した後、学力向上アドバイザーと授業者との間で振り返りを実施している。その
際、課題に感じていること、話題となった内容をグラフ化し、ニーズに迫る支援を行っている。

学校が伸ばしたいと思う「力」があり

ます。児童生徒の実態、職員の構成等、

学力向上を図るときの力点は、実態に応

じて一校一校で異なります。

支援を受ける教員にも、それぞれ伸ば

したいと思っている「力」があります。

学力向上アドバイザーは、訪問支援の

際に、相談や意見交換をした内容を整理

し可視化するためにグラフ（下記参照）

に表し、管理職とも共有しています。こ

れにより、授業者が現在の課題を確認す

ることができ、今後の展望をより明確に

持てるようになります。学校、授業者の

ニーズに合った支援を行っています。

※学力向上アドバイザー（県事業）は、課題の分
析及び実態に即した改善方策の助言等、支援を必
要とする学校や教員等への支援を行っています。

【意見交流の内容をまとめたシート】



【学校運営に関する助言の強化】実践例柱２

教育委員会が、授業者や管理職と指導・助言の視点や授業改善の方向性を共有
し、継続して指導することで、外国語教育の授業力向上を目指す取組

～山鹿市教育委員会～

教育委員会所属の学校教育指導員による定期的な授業参観及び指導・助言を実施するととも
に、管理職へ指導・助言の根拠や視点を情報提供することで、外国語教育の授業力向上を図っ
ている。

学校教育指導員が小学校外国語専科

及び中学校英語科の授業を定期的に参

観し、指導・助言を行っています。

授業に対する気付きのほか、国・県

からの資料を基に山鹿市の実態を踏ま

えた授業に関する「振り返りの視点」

を設け、継続的に評価することで、改

善の進捗状況を授業者や管理職と共有

できるようにしています。

学校と行政が同じ視点で教員の授業

力向上を目指し、外国語教育の授業力

向上を図っています。


